
［第一部］市民提案レビュー
登壇者の主な意見①（敬称略）

〇橋田之宏（港島自治連合協議会副会長）
・住民でも一昨年から検討会を立ち上げ、まちづくりについて議論し、提案を行った。
・ポートアイランドは高齢化率が神戸市平均より高く、消費行動が低迷しており、店舗が撤退するという悪循環が生じている。
・ファッションタウンでは、住宅が建てられるように用途規制の緩和を提案している。
・若い世代が増えて消費活動が活発になれば、店舗の進出も増えるだろう。

〇江田英里香（神戸学院大学現代社会学部社会防災学科教授）
・学生とともにポートアイランドの街について語ったり話をしたりする機会があるが、ポートアイランドの学生・企業・住民は十分
なつながりがある状況とは言えない。

・学生に地域に参加してほしいとの声をよくいただくが、学生は忙しいため、魅力的なインセンティブがないと参加するのは難しい
状況である。

・ポートアイランドはエリアにおける物理的な分断もあるが、それ以上に心理的な壁があると考える。
・地域と大学（学生）の相互の受入れが重要になってくる。ゼミ活動やボランティアに加え、より広い形での交流機会づくりが必要
である。

・シェアサイクル等を活用し、移動の利便性向上を図ることも重要である。

〇山田健一（株式会社ユーハイム THEO事業部部長兼フードテックマイスター株式会社常務取締役）
・ファッションタウンで事業展開してきたが、近年は人や働く人が減少し、活気が低下している。
・これまでの歴史を活かしつつ、島内外から人を呼び込むため、「遊び」や体験を軸にしたミクストユース地区へ再定義してもらい
たい。

〇中内仁（株式会社神戸ポートピアホテル代表取締役）
・神戸市では、港町の歴史を活かしながら、都心再整備やウォーターフロント開発が進行している。ポートアイランドも、これまで
の開発の歴史を踏まえた再生が期待されている。

・コンベンション（MICE）は、神戸が国際的に選ばれ続けるために重要な役割を担う。
・来訪者と地域住民の交流を促進することが重要である。
・新しい知識・技術、新たな商品・サービス等につながる新しい時代のコンベンションを発展させていきたい。



主な意見②（敬称略）

〇菊地耕三（エア・ウォーター・アエラスバイオ株式会社代表取締役）
・神戸出身として、かつてのポートアイランドの活気を知っており、現状は寂しく感じている。
・企業の研究施設は閉鎖的になりがちであるため、研究施設を社会に開くことで、最先端医療の発信と交流を促進していきたい。

〇永田雅寛（神戸どうぶつ王国代表取締役）
・二期エリアは飲食店が少なく、ランチ難民が発生している。
・キッチンカーの導入はあるが、距離や時間の制約で十分に活用できていないという声も聞いている。
・シェアサイクルなどのモビリティ活用によって利便性が向上すれば、さらに開かれた産業拠点になる。

〇久元 喜造（神戸市長）
・中身について継続的に議論いただき、具体的な提案と専門家の意見が盛り込まれた重みのある提案をいただいた。
・「再未来化」とは、過去を否定するのではなく、今あるものを大切にしながら、同時に新しい発想を入れていくことで、新しい形
で賑わいを取り戻すということかと考える。

・6つのエリアが機能的に分かれているが、本日のシンポジウムが一緒に取り組む契機となることを期待する。
・将来ビジョンの策定にあたっては、これまでの市民提案作成の流れを受けて、双方向で進めていければと考える。行政としてはプ
ラットフォームの役割を果たしていく。

・ポートアイランドでは、中央緑地軸の緑化など、企業・団体と連携した成果が出てきている。今後は多くの人に参加いただきなが
ら、取組の規模を拡大し、「山、再び海へ」というコンセプトの実現を進めていきたい。



●参加者の主な意見【アンケート・Slido】

・市長の「山、再び海へ」というキャッチフレーズや、武田様の「緑よりも生態系が大事」というコメントはすごく印象的でした。
・「再未来化」とても良いと思います。ポーアイには富岳や最新医療技術の開発企業・団体があります。各エリアで未来化の取り組み
を展開しては。

・ポーアイリボーンで解決したい課題は、神戸の抱える他の団地、ニュータウンでの同じ問題と思う。先進事例になることを期待して
います。

・若い方々に興味を持ってもらうために、思い切った規制緩和でスピーディーに実証実験できる場になればと思う。
・美しい緑地が増えるのは良いことだと思いますが、のちの管理が大事だと思います。
・里山プロジェクトのような子どもや学生への教育フィールドとしての活躍がみこめる取り組みが始まっても面白いかもと感じます。
・コンベンション機能の充実化が求められていますが、住宅導入とコンベンション機能の維持・強化の両立できるか気になっている。


